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な影響を与 え る か を有限要素法 に よ る 計算結果に 基 づ い て

示 し た。ま た主働 受働 の 土圧算定に 用い る 適切 な変形係

数を示 し た。

　こ の 研究 で は，壁 は 摩擦 が な い もの に つ い て
， 底面 は滑

らか と粗 な るい ず れ も剛な もの に つ い て ，壁 の 変位方式は，

平行移動，上端回転，下端回転の 3 方式 に つ い て，い ず れ

も主 働土圧 と受働土圧 な らび に 2 〜3 の 壁 の 変位の 位置で

分布 を示 して い る 。 ま た接線係数 が い か に重要 で あ るか を

計算値 に 基 づ い て 示 し て い る。

（訳 ： 市原松平）（研 究 ノ
ート，英文，図 ：5

， 参考文献 ：

8 ）

正 規圧密粘土層 内埋設載荷面 の沈下
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　半無限 の 正規圧密粘土層内 に あ る正 方形，長方形 お よ び

帯状載荷面の 圧密 沈 下 を計算す る 無次元曲線 を作成した 。

ブー
シ ネス ク （Boussinesq ）と ミ ン ドリ ン （Mind］in）に よ

る 2 種類の 応力分布が，そ れ らの 意味を評価す る の に 用 い

られ た。埋設深 さが大きい と こ ろで は，ブシ ネ ス ク の 応力

分布式 で 計算す る と， 当然ミ ン ドリ ン の 式を用い た 揚合 よ

り沈下 が 大きくで る 。 載荷面直下 の 沈 下 現象 は 深さの 大き

い と こ ろ ま で継続す る が，沈下 の 主要部分 は載荷面下浅 い

深 さの 範囲で 生ずる 。 こ の こ とが上記 の 設計曲線 を して，

有限層上 の 載荷面 に もうま く適用せ し め る こ とに な る
。 実

際 に こ の 設計曲線 を用 い た計算が数値例 と し て 示 され て い

る 。 図表 に与え られ た 数値 は，長方形荷重 （th ×2b，た だ

し a ＝ A ・D ．b＝B ・D ）の と き，埋 設 深 さ h＝H ・D ，載荷

面 よ り計算点 まで の 深 さ Z・＝Z・D ，荷重強度 g ＝Q ・rD と　　　　　　　　　　 j

して ．
A ＝1， β；1〜10，　 H ＝0．25〜10，　 Z＝（｝．　9〜1．　O，

Q ＝ 2〜100 の 範囲で あ る。 な お， ミ ン ド リ ン の 応力分布

の 計算に は ，ポ ァ ソ ン 比 p ＝ 0．5 が と られ てい る 。

（訳 ： 赤井浩一
）（研究 ノ ー

ト，英文，図 ：7，参考文献 ：

4 ＞
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道路防振壁 の 実験 に つ い て

東京都建設局道路管理部

1． は じ め に

　騒音，振動，排出ガス な ど の 自動車公害 の うち ， 振動 公

害は対策の 最 も遅 れ て い る 分野 とい わ れ て い る。

　近年，大型車交通量 の 増加は 振動公 害を増加 させ ， 特 に

幹線沿 い の 住環境 を
一

層悪化 させ て い る
。

　 こ の 報告 は 交通振動 の 伝ぱ を防振壁に よ っ て 減少 させ る

た め の 効果実験 の 概要 で あ る。

2． 都 における振動対策

　都は昨年 3月，都民生活 か ら交通振動を防 ぐた め ， 建設

局長の 諮問機関 として専門家14名か らな る道路交通振動防

止 対策委 員 会 （会 長 　中大教授　星 埜 　和） を 設けた
。 委

員会は振動 の 調査方法，特性 な らび に 防振工 法などの 調査

検討 を行 な う た め，調査 （部会長　東大助教授　越　正

毅），特性 （部会長　早大教授　森　麟） お よ び対策 （部

会長　岸　文雄） の 3 部会 を設置 し ， 現在各部会 ともこれ

らの 調査検討 を続 けて い る。

　こ の 報告 は対策部会で 調査検討中の も の で あ る。
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3．　 防振壁実験 の概要

　 1） 実験個所

　都内の 道路 の うち，特に 防振対

策を必要 とす る 個所 は ， 大別 して

ロ
ーム 層 と細砂，シ ル トな ど の 軟

弱層 で あ る
。 今回 の 実験 は ロ

ーム

層 に お け る対策案を得 る た め ， 主

要地方道14号 ・新宿府 中線 （三 鷹

市野崎）で 本年 1 月か ら （株）大

林組技術研究所 に委託 し て 実施中

の もの で あ る。本個所 の 地質構造

は 図
一1 の とお D で あ る。

　 2） 防振壁 の 構造

　構造 は，防振効果 と現場 へ の 適

用性を考慮 して，図一2 の よ うに

決定 し た。大別 して 壁型と柱列型

に分 か れ ，壁 型 （1 ・ll） は，壁

の 深 さ 2m ，3m ，長 さ各 々 25m

8．ooS

．60
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図一f　 「辷質柱状図

土 と基礎，22− 6 （196）
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図一2　 構造図 （単位 mm ）
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図一3 測 定 位 置

で空溝を含め て，各 々 8 とお りの効果実験を行なう。 柱列

型 （皿 ・IV）は，柱の 深さ 3m ， 5m ，直径各々 30　cm を

正 三 角形千鳥に 配置 し，長 さ各 々 25m で 空孔，発泡 ウ レ

タ ン て ん充の 各 々 2 とお りの効果実験を行な う。

　3） 測定計画お よ び解析

　振動測定は，防振壁設置前 の 自然地盤 にお け る 現況調査

と設置後の 効果調査 とに分け られ る 。 測定位置 は 図．−3 の

とお りで ある。

　i） 現況調査

　　防振壁設置前の 地盤 の 静的性状調査 と して，地質構成，

　N 値，密度，含水比，粒度 ，一軸圧縮，標準貫入試験，

　地下 水位な らび に 路面 の 平 坦 性 の 測定 を行 な う。 ま た，

　地盤 の動的調査 と して，地盤 の常時微動，伝ぱ速度，走

　行車ならび に起振機に よ る 地盤振動を測定す る。

　　ii） 防振壁設置後の 効果調査

　　壁型各 々 8種類，柱列型各 々 2種類，計20種類 の 効果
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2．　 共 振 曲 線

　 　 5　　 　　 10
振 動 数 （Hz｝

　 　 　 　 o

　 　 　　 　距 離

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 図一4　 解

実験を起振機な らび に 走行車 に よ っ て 行 な う。

　 iii） 起振源

　　 a ）試験車

析

　総重暈 14t の 2軸車を用い ，走行速度 は 50　km ！h とす る。

加振力を高め る た め ， 高 さ 12mm の 段差 を設けた。

　　 b ）起振機

　起振力 275kg （10　Hz ，偏心荷重 4kg ）を用 い ，起振方

向は Z 方向 とす る
。 振動数は 5〜18．75Hz の 間 を 12段 に分

　　　　　　　　　　　　 け，周波数ご とに 測定す る。
　 　 3．　 透 過 率 解 析

　1・O　　　　　　　　　　 iv）　解析
母

s 　　 　　　　 図
．．4 の よ うに距離減衰 ， 共振

韆o・・ 　 曲線 ・ 透解 蠏 析 を行 な う・

竃 　　 　　　　 v ）　測定計画な らび に解析事項

　　o　　 o．5　 1．o　　
一
覧表 （表

一 1）
　 　　 　算定透過率

　　　　　　　　　　　　　　4。　 お わ り に

　　　　　　　　　　　　　 道路交通振動は，種 々 の 要因 が

　　　　　　　　　　　　 複雑 に 重 な り，そ の 特性 は今 だ明

　　　　　　　　　　　　 確で な い 。こ の た め 効果 的 な 防振

対策も明らか で ない
。

　本実験 は，関東 ロ ーム に お ける 種々 の 防振壁 の 防振効果

を調査す る もの で あ る が ，今後 こ の 結果 を待 つ て 最 も効果

的と思わ れ る タイ プ に つ い て ， 経済性 ， 耐久性 な らび に現

揚適 用 性 を も考慮 し た 調 査研究 を，続けて ゆきた い
e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （文責 ： 和 田，飯山）

　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 （原稿 受理 　1974．3．28）

表
一1

測定 計器，位 置

　　 お よ び解析

測　 　定 　　計　 　器 測定位置，ならび に 回数
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〔注〕1．　起振機 の 回 転数

　　　1

振 動 数 H 影

・ 轍 … 1
・ ・ 25 レ・ 1・ 751 ・… 1” ・25

003375 … 15256DD675
12．5

750

13．75 ．

528

2．X …振動源 に向 か っ て 水平 の 前 後方
．
向

　 Y …　　　 〃 　　　　 〃　左右方向

　 Z …垂直方向
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